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はじめに

　小松島市教育委員会より徳島県立博物館に対し，小松
島市大林の現福寺が所蔵する「釈迦誕生仏（以後，誕生
仏）」について，材質や内部構造に関する調査の依頼が
あった．小松島市教育委員会と徳島県立博物館は合同で
保存科学的調査を実施したので報告する．

1　調査の目的

　本調査は，誕生仏を対象とし，材質や内部構造および
劣化や破損状況について保存科学的調査を実施して，制
作年代等を検討するための情報を得ることを目的とする．
　

2　調査に至る経緯と経過

　平成 29 年 3 月に現福寺住職・福島聴空氏より小松島
市教育委員会（以下，市教委）に現福寺が所蔵する誕生
仏に関する見聞依頼があった．
　誕生仏は『小松島市史（中巻）』に「白鳳期のものと
思われる釈迦誕生仏がある」と記載はある（小松島市史
編纂委員会，1981：648）ものの来歴等は伝わっておらず
詳細については不明であった．福島住職は，市教委への
依頼以前に，東洋の仏教彫刻の専門家で，大和文華館の
学芸部長等を務められた村田靖子氏に写真によりご意見
をお伺いし，7 ～ 8 世紀の作の可能性との知見を得ていた．
　福島住職からの連絡を受け，市教委が誕生仏を確認し
た．福島住職は，現福寺の立地条件や今後の南海地震等
の発生が危惧される中，誕生仏の保護・保存を第一に考え
ておられ，今後の文化財指定も視野にいれた依頼をされた．

　市教委では，来歴等が不明なことから製作年代等の根
拠の一要素として，造形やスタイル以外での調査を検討
し，蛍光 X 線による成分分析や X 線による透過撮影等
の協力を，徳島県教育委員会教育文化課並びに徳島県立
博物館に依頼し，実施に至った．
　現福寺に関して補足する．現福寺は小松島市大林町に
所在し，本尊は平安後期の造立と考えられる「木造薬
師如来坐像（一軀）」で県指定有形文化財となっている．
創建時期に関しては不明ながら文化 12 年（1815）に完
成した『阿波志』に「現福寺　在大林村　隷神應寺」と
記載がある．『小松島市史風土記』には「権律師宿円天
正三亥薬師堂建立」と書かれた位牌（現在は所在不明）
についての記述が見られる．また，火災により堂宇が全
焼したとされ古文書等は伝わっておらず，詳細は不明な
がら小笠原氏が菩提寺として創建したとの口伝が記載さ
れている．小笠原氏は小笠原長時が武田晴信に敗れ信州
から阿波（大林の中村城）に渡り，後に末裔の兼幸の代
に立江城に移ったとされる．現福寺は同じく小笠原氏の
庇護をうけ大林から立江に移転したとされる「立江八幡
宮の社僧であった」とも記されている（小松島市史編纂
委員会，1977：165-166）．『立江町史』に記載される八
幡神社の棟札には慶長十六年（1611）・寛文元年（1661）・
寛永二年（1625）・元文三年（1738）・宝暦二年（1752）・
嘉永五年（1852）のものに現福寺の名が見える（田所市
太編，1935）．

調査の経過
　2017 年 4 月 27 日　現福寺にて福島住職立ち会いの下，
誕生仏の状況確認等の予備調査を行った．
　5 月 12 日　徳島県立博物館でエックス線透過写真撮
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影とマイクロスコープによる拡大観察，徳島県立埋蔵文
化財総合センターで蛍光エックス線分析調査，写真撮影
といった本調査を実施した．その後，調査成果を整理し
て現福寺に調査概要について報告した．
　11 月 9 日　本報告を取りまとめるにあたり，現福寺
にて福島住職立ち会いの下，実見による誕生仏の形状な
どの確認調査を行った．

3　誕生仏の概要

（1）法量と形状
　全高（頭部頂からホゾ下端まで）15.7cm．像高（頭部
頂から蓮肉下部まで）12.5cm．ホゾの長さ 3.2cm．重さ
は 269.9g．自立用に高さ 3.6cm の木製台が付属する．
　保存状態は全体的に良好で，腐食生成物や破損によっ
て形状が大きく損なわれることはなく，製作時の姿がよ
く残っている（図 1）．誕生仏は木製台に乗っているが，
蓮肉のホゾを木製台に挿入することで自立する（図 2）．
　姿は上体をわずかに後ろにそらし，腹部を小さく前に
出して，蓮肉の上に立つ．上半身は裸で背面は背骨の左
右が筋肉を表すように盛り上がる．頭部の肉髻相はいく
つかの平面部分がある多面体状で，なめらかな曲面で構
成される顔面や上半身といった肌が露出する部分と対照
的である．頭髪には側頭部から後頭部にかけて鱗状の加
工痕跡がある．のど元に三道（さんどう：頸部に施され
る三本の線）はない．下半身は足の甲の中間付近から指
先まで見える長さの裳を付けている．腰紐を巻き，その
一端は正面膝の辺りまで垂下する．
　左腕は肘を外側に少し曲げて体に沿って垂下，全ての
指を伸ばし，手のひらを左脚膝あたりの体側面に付ける．
右腕は肘の表現が不明瞭で，肘から手首の間でゆるく曲
がる．手のひらを外側に向け，第一指・二指・三指を伸
ばし，第四指・五指は折り曲げている．右手の最上端は
頭頂部よりも下に位置する．
　また，右腕は肩上部分で亀裂が生じている．脇下部を
接点としてかろうじてつながっており，腕全体としては数
mm 体の方向にずれている．亀裂から内部を観察したとこ
ろ，色調や引き裂かれたような断面の様子から，腕は別
鋳したものではなくオリジナルであると推定される（図 3）．
右手第一指は頭部に接触しており（図 4），右肩のずれた
部分を正常な位置に戻すと，第一指が頭部に食い込む状
態になる．このため，製作時点では右腕の湾曲は現状よ
りも緩やかで，手の位置はもっと上であったと考えられる．
右腕に過剰な力が加わって，手首周辺で下方向に湾曲する
だけでなく，肩部分で亀裂が発生した可能性が指摘できる．

（2）色調・表面の状態
　正面の大部分は黒褐色で，にぶい光沢を放つ．裳のシ
ワの谷間や足指の間などで周囲より奥まった部分に鍍金
が残存している．顔の一部などでは鍍金が剥落したのか，
銅の金属光沢が確認できる（図 4）．
　背面は正面と同様に黒褐色の色調であるが，後頭部，
背中，腕，裳で鍍金が残り，その周辺に赤茶色の部分が
ある．金色部分が多いため，正面よりも明るい印象があ
る．裳では 鍍金が水平方向・等間隔で欠落する部分が
ある．頭髪部分の頭部側面から後頭部にかけては，鱗状
の加工痕跡があり，くぼんだ部分に鍍金が残存・突出部
では剥離している様に見える．また，頭部や裳の一部で
緑色のサビが確認できる．
　全身の表面に見える光沢は，人が手で触れて付着した
脂質と考えられる．

（3）品質・構造
　後述する保存科学調査で詳細を報告するが，主な材料
は銅である．本体から蓮肉までを一体として鋳造され，
表面は鍍金が施されている．ホゾは別部品である．鍍金
が最も多く残るのは背面で，特に左半身側に多く残る．
これは誕生仏の使用状況を示すものだろう．人の目につ
きやすく接触の機会が多い正面や，脇の下が空いている
右側は，接触の機会が多いため剥離が進み，背面は触れ
られる機会が少なく残存したと考えられる．ホゾは自立
用途の一か所で，鍍金が残る．

4　保存科学調査

（1）マイクロスコープによる拡大観察
　目視による観察結果を踏まえ，拡大観察を行った．観
察には徳島県立博物館のマイクロスコープ（ハイロック
ス社製　KH-7700）を使用した．
　観察では銅地金に鍍金が施されている様子がわかる．
鍍金は裳や体の表面のうち，周囲より奥まった部分に残
存している例が多い．そして鍍金層の上を黒色の腐食生
成物が覆っているケースも確認できる．これは鍍金層に
ある非常に小さな隙間から銅の腐食生成物が表出し，誕
生仏の表面を覆ったものと考えられる．また鍍金が剥落
した箇所では，金属光沢が残る銅が表出する部分がある．

・蓮肉の下部，ホゾとの接合部周辺（図 5 ）．地金であ
る銅の金属光沢があり，その上層を僅かに膨張した黒
色の腐食生成物が覆い，誕生仏の表面層になっている．
ホゾでは銅地金と鍍金が確認できる．
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肉髻相（にっけいそう）

裳（も）

蓮肉（れんにく）

腰紐（こしひも）

ホゾ

図 1　誕生仏
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・蓮肉上の足の指先周辺（図 6 ）．指の間や裳の奥まっ
た部分に鍍金が残存する．

・腰紐と裳の奥まった位置（図 7 ）．鍍金が残存する．
平滑な暗茶褐色層を覆うようにわずかに膨張した黒色
の腐食生成物層がある．

・体と接触する左手の指先（図 8 ）．鍍金が残る位置は
周囲より奥まった部分である．

・右腕の破損部分（図 9 ）．破断場所には半透明で赤茶
色の被膜状物質がある．断面からのぞく内部は黄土色
で平滑さがなく荒れた状態が観察され，平滑な外表面
と大きく異なっている．

・背面側から見た右肩下の破損部分（図 10 ）．結合部と
なる脇の下部にも亀裂がある． 

・右腕の肘周辺（図 11 ）．
・図 11 の拡大（図 12 ）．茶色の銅地金の上に鍍金が残

存している．その上を覆うように黒い腐食生成物があ
り表面層となっている．

・右手のひら（図 13 ）．指の間などに鍍金が残存してい
る．

・左脇下（図 14 ）．鍍金は奥まった部分に残る．
・後頭部の右耳後ろ周辺（図 15 写真右）．肉眼観察で確

認した鱗状の加工痕跡は，中心部がクレーター状にく
ぼんでいた．抉るような表面処理が施されたのかもし
れない．奥まった部分に黒～茶色面が残っている．ま
た，上下方向の擦り跡が目につく．

（同左）頭髪で銅と鍍金が残る部分は，後頭部から左
耳後ろ周辺である．鍍金は，列点状に残る．一部で緑
色のサビが生じる．黒色層の上層に銅地金と鍍金が見
える．頭髪部分は他よりもひと手間かけた加工が施さ
れていたようだ．

・背面は鍍金が多く残存している（図 16 ）．鍍金周囲に
は赤茶色および茶褐色の部分がある．茶褐色部は鍍金
が剥落して表出した銅地金だろう．鍍金は奥まった部
分に多く残存するが，最も奥まった部分には黒色の腐
食生成物があり，わずかに盛り上がっている．

・左肩部分（図 17 ）．鍍金が剥がれて銅地金が見えてい
る．脇の下は外部との接触は少ないが，わずかに盛り
上がる黒色腐食生成物が上層を覆う．

・背面，裳と腰紐の拡大（図 18 ）．布の端部表現のため
の鏨痕跡が残る．

・ホゾ（図 19 ）．いずれも鍍金は左を上にした斜線で残
存している．一方，鍍金が残らない線状のキズは，右
斜上の方向性がある．

図 2　ホゾ　左が正面側，右は背面側

図 4　頬に銅色の金属光沢が現れ，首には鍍金が残る．右手第一
指は先端が頭部に接触している．

図 3　右腕の亀裂部分
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図 7　裳の表面の様子 図 10　右肩の破損部分（背面から）

図 9　右肩の破損部分（正面から）

図 5　ホゾ接合部に残る鍍金と銅地金の金属光沢

図 6　鍍金の残存状況

図 8　左手指先と体の接触部分
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図 13　右手の手のひら．鍍金が残存している． 図 16　背骨周辺

図 15　後頭部の右耳後ろ辺り（写真右）と後頭部（写真左）．

図 11　右腕肘周辺

図 12　右腕肘周辺拡大

図 14　左腕脇下
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図 21　右肩の破損部

図 18　鏨で表現された腰紐（左）と裳（右）

図 19　ホゾ

図 20　エックス線透過写真

図 17　左肩部
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（2）エックス線を使った内部調査
　徳島県立博物館に設置された理学／工業用携帯式 X

線発生装置ラジオフレックス　200EG-S2（Rigaku 社製）
で撮影した．
　内部には空洞は確認されなかった（図 20）． 右腕は左
腕よりも薄く見えるが，肩で亀裂が生じていること，手
のひらを外側に向けていることなどが原因として考えら
れ，素材や構造の差を示すものではない．また別部品を
取り付けたような痕跡は，本体とホゾの接合部分以外に
はない．
　鬆は右腕より左腕の方が多くみられる．右腕は指先で
閉塞しているが，左腕は手のひらが裳に接し本体につな
がっていることや，鋳込みの順などいくつかの理由が考
えられる．
　右腕の亀裂が生じている部分の端は周辺より薄くなっ
ている．亀裂が生じた後，縁が外部と接触し欠落して薄
くなったのだろう（図 21）．左脇下には黒い線が確認でき，
隙間があるか亀裂が発生している可能性がある．左腕は
手の平が胴体に接しているので，右腕より破損しにくい
と考えられるが，取り扱いに注意が必要である（図 22）．
　

（3）蛍光エックス線分析法による材質調査
　蛍光エックス線分析法による材質調査は，徳島県立埋
蔵文化財総合センター設置のセイコーインスツル株式会
社の蛍光 X 線分析計 SEA2010L で実施した．分析条件

は測定場所 1 箇所につき電圧を 15kV と 50kV の 2 回で
測定し，照射径 10mm，測定室雰囲気は大気，測定時間
は 100 秒とし有効測定時間が 70％（70 秒）前後になる
ように電流を調整した．測定場所は，肉眼観察や拡大観
察の結果をもとに，地金が表出している部分や鍍金が残
存する部分を①から⑦まで選定した（図 23）．内容は定
性分析と定量分析で，非破壊調査で実施した．

・定性分析
　誕生仏の材質を示す元素として，銅，金，スズ，鉛，銀，
水銀，ヒ素，鉄，ビスマス，アンチモンの 10 元素につ
いて注目し，定性分析を行った．
　鍍金が目視で確認できる測定位置②～⑦で金・水銀を
検出した．①では両者とも微弱であった．
　ヒ素は，特性エックス線のエネルギーが金や鉛と近い
ため同定が困難であったが，金の検出が微量にとどまっ
た①・⑦でもヒ素を一定量検出しており，全ての測定位
置にヒ素が存在すると判断した．主成分の銅に含まれる
ものと考えられる．

亀裂？

鬆

①

②

③

④

⑤
⑥

⑦

図 22　左腕の鬆

図 23　蛍光エックス線分析の測定場所
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　鉄は全ての位置で一定量検出した．スズ・鉛・銀など
も検出したが，銅や金よりもかなり弱い．
　ビスマス・アンチモンは一部で検出したが非常に微弱
であった．

・定量分析
　ファンダメンタルパラメータ法で定量分析を行った

（表 1）．

①正面胸部（図 24）　
　鍍金がなく地金が表出している位置で測定した．濃度
にすると銅が 90％近くとなる．スズや鉛は合わせても
3％以下である．ビスマスが微弱ながら検出されたこと
も注目される．金・水銀は微量となった．銀は金と同時
に検出されることが多いことから鍍金との関連を示すが，
銅に含まれる不純物の可能性もある．銅に含まれる微量
元素と考えられるヒ素は，特性エックス線のエネルギー
が金や鉛と近く，金が強いと見分けが難しくなる。この
測定位置では金・鉛が少ないことから同定が可能であっ
た．ヒ素は濃度が 2.7％となり，副次的な元素としては
最大であった．アンチモンの濃度は 0% となった．

②背面裳部分（図 25）
　比較的広い面積で鍍金が残存する位置を測定した．①
と同様に銅を強く検出した．また，金・水銀も強く検出
しており，濃度では銅が約70％，金が約20％，水銀が5.5%

となった．ヒ素は約 2％，スズ，鉛，銀，鉄を微量検出し，
ビスマス，アンチモンの濃度は 0％となった．

③背面肩部（図 26），④正面足指先（図 27）
　鍍金が多く残存する部分．銅の濃度が②よりも高くなっ
ているのは，鍍金の残存面積が小さいことが理由と考え
られる．同様にヒ素の濃度も少し高い．アンチモンの濃
度は 0.1％を示す一方でビスマスの濃度は 0％となった．

⑤背面右腕肘周辺（図 28），⑥背面右腕肘周辺 2（図 29）
　銅を強く検出し，金・水銀も検出する．鍍金の残存状
況が良好な⑥では，金・水銀の濃度が高くなっている．
また，銀も⑥では強めに検出しており，金に含まれてい
る状況も推定できる．ヒ素の濃度が⑤⑥ともに 1.2％前
後である．どちらもビスマスの濃度が 0.3％となり，ア
ンチモンは0.1％となった．スズ・鉛が⑤では0％となった．

⑦背面ホゾ（図 30）
　銅の濃度が他の測定場所より高い数値を示す．測定面
積が狭く濃度が偏っている可能性がある．このため，特
に微量元素については積極的な判断は難しい．それでも
金・水銀が検出されており，ホゾを含めた誕生仏全体に
鍍金が施されていたことがわかる．

5　調査のまとめ

　今回の調査成果は次のとおりである。
・構造と材質
　鋳銅造で，頭部から蓮肉まで一度の鋳込みで製作され
た．内部に空洞はない．主材料は純度の高い銅で，副次
的な材料としてヒ素が多く含まれているほか，スズ・鉛・
鉄・銀が含まれる．ビスマスやアンチモンは富本銭や和
同開珎といった銅銭にも含まれる元素（村上，1997）で
あるが，測定位置によって微量含まれている．ただしア
ンチモンは微量の検出に止まり，その位置づけは慎重に
検討する必要がある．

・鍍金など表面状態
　誕生仏の全体で金と水銀が検出し，銅の腐食生成物が
鍍金層の隙間から表出していることが確認できる．水銀
は金アマルガムの状態で残存したものと考えられること
から，誕生仏は全体にアマルガム法による鍍金が施さ

表 1　蛍光エックス線分析結果（定性分析・定量分析）．数値は濃度（％）で , 検出した元素の特性エックス線強度をもとに , 各元素の割合
の合計が 100％となるように算出．

測定位置 銅 金 スズ 鉛 銀 鉄 水銀 アンチモン ヒ素 ビスマス その他 総計

①正面胸部 91.7 0.8 1.4 1.0 0.2 1.6 0.4 0.0 2.7 0.2 0.8 100.0

②背面裳 69.6 19.3 1.2 0.4 0.3 1.6 5.5 0.0 1.9 0.0 0.0 100.0

③背面肩 78.8 12.4 1.1 0.6 0.2 1.8 2.5 0.1 2.4 0.0 0.0 100.0

④正面　足指部 79.9 11.0 1.4 0.8 0.3 1.8 2.4 0.1 2.2 0.0 0.0 100.0

⑤背面　腕裏側 89.0 7.5 0.0 0.0 0.3 0.1 1.5 0.0 1.3 0.3 0.0 100.0

⑥背面　腕裏側２ 62.2 27.5 1.1 0.3 0.6 1.3 5.6 0.1 1.2 0.3 0.1 100.0

⑦背面　ホゾ部分 96.9 1.7 0.0 0.0 0.2 0.0 0.4 0.1 0.6 0.1 0.1 100.0
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図 27　測定場所④正面　足指

図 26　測定場所③背面　右肩

図 25　測定場所②背面　裳部の蛍光 X 線スペクトル

図 24　測定場所①正面　胸部の蛍光 X 線スペクトル
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れていたものと判断することができる．金アマルガム
による鍍金は，小松島市の金銅装甲冑（栗林，2014:85-

86．橋本，2015）をはじめとする考古資料に例あり，古
墳時代には国内に鍍金された金属製品が存在した（小口，
1983）．表面の光沢は，人の手に触れることで付着した
脂質と考えられる． 

・加工の痕跡
　裳・腰紐にはタガネによる加工，頭髪部では他の部分
とは異なる加工痕跡がある．鍍金が列点状に残る部分は
螺髪を連想させることもあり，加工痕跡として注目される．

・破損の状況
　右腕は分離しかかっているが別部品を接合したもので
はない．
　一度も分離しなかったか一度分離して接合したかは現
状では判定できない．左腕は脇下でヒビが生じている恐
れがある．

　今回の調査では，誕生仏の材質や構造，製作技法の一
部を明らかにした．製作年代について直接的な情報を得
られたわけではないが，ビスマスやアンチモンといった
微量元素を含めた材質や鋳造・アマルガム法による鍍金・

図 30　測定場所⑦背面　ホゾ

図 29　測定場所⑥背面　右腕②

図 28　測定場所⑤背面　右腕
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鏨による彫金と言った技法は飛鳥時代には存在したもの
であり，製作年代検討の一助となれば幸いである。

おわりに

　参考として，徳島県内の二つの誕生仏について記す． 

　①阿波市大野寺所蔵の銅造誕生釈迦仏立像．
　徳島県の県指定有形文化財（彫刻）で，全高（頭頂
部から蓮肉底部）は 10.3cm． 右腕は肘より先を欠損し，
欠損部には補修のためと思われるホゾが作られている．
火中し，さらに土中したとされ，表面は腐食によって平
滑さを失い，鍍金も確認できない．伝来や出土状況は不
詳とされるが，8 世紀のものとされている（奈良国立文
化財研究所飛鳥資料館，1978：89-90；徳島県教育委員会・
徳島新聞社編，2007：138）．
　②板野郡板野町宮ノ前遺跡出土の誕生仏．
　発掘調査で出土した平安時代中期頃の誕生仏．全高は
6.9cm．右腕の肘付近から先を欠損している．鉛製とさ
れ土中で劣化が進行し，顔の表情が不明瞭なほど表面は
荒れ，灰色や白色のまだら模様となっている（徳島県教
育委員会，1991：5）．
　どちらも火を受けたり埋蔵環境下にあったことが原因
で，表面が著しく劣化している．一方，現福寺の誕生仏
は，腐食生成物が一部に見られるとは言え，製作時の姿
をよく残している．製作年代が明らかでないため期間は
不明であるが，製作時より今日まで大切に保存されてき
たことがわかる．今後も同様に大切に保存され，後の世
に伝わっていくことを願う．
　本調査においては，徳島県教育委員会教育文化課，徳

島県立埋蔵文化財総合センター，公益財団法人徳島県埋
蔵文化財センターには設備の利用等で配慮を頂いた。こ
こに記して謝意を表す．
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